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Ⅰ　はじめに
　石灰岩は比較的溶解しやすい岩石であり，石灰
岩からなる山地では化学的風化作用，とくに溶解
によってドリーネなどのカルスト地形が形成され
る．また，特に日本においては，石灰岩により構
成される部分が，周辺の他の岩石からなる部分よ
りも比高が高くなり，台地として残っている場合
が多い（鈴木，2000, p.905-909）．こうした石灰
岩山地特有の地形の形成過程やその速度を議論す
る上で，石灰岩の化学的風化，特に溶解メカニズ
ムや溶解速度を明らかにすることは重要な課題で
ある．
　これまでカルスト台地の流域で，カルシウム
イオン濃度や重炭酸イオン濃度を観測し，化
学的削剥速度を求めた研究は多い（Smith and 
Atkinson, 1976，井倉ほか，1989）．この手法で
計算される化学的削剥速度から，流域スケールで
の侵食速度を知ることができるが，流域内のどこ
でどの程度石灰岩が溶解したかということは議論
できない．
　一方，主に地球化学分野において，室内実験に
より pHや温度条件の異なる溶液中におけるカル
サイト粉末の溶解メカニズムと溶解速度を明らか
にする研究が進められてきた（例えば Plummer 
et al., 1978）．また，地形学分野では粉砕しない石
灰岩試料を用いた室内実験が行われてきた（廣瀬
ほか，1995；鈴木ほか，2000；橋本ほか，2003，
高屋ほか，2006）．室内実験では条件を自由にコ
ントロールできるため，カルサイトや石灰岩の溶
解メカニズムを明らかにできるという利点があ
る．しかし，実験室で測定された現象が，実際に
野外で観測される現象とどのように関わっている
かという点については十分に議論されていない．
　室内実験と野外観測の欠点を補う手法として野
外風化実験がある．重量が既知であるタブレット
型の岩石試料を野外に設置し，ある一定期間経過
した後に回収し，重量の欠損量を計測する手法
が多い．いくつかの問題点があるものの，野外
風化実験は，野外での風化速度をコントロール
する要因を直接的に明らかにできるという利点
がある（松倉・八反地， 2006）．そのため，多く
の研究者が石灰岩タブレットを用いた野外風化
実験を実施している（Trudgill, 1977；Jennings, 
1981；Crabtree and Trudgill, 1985；Trudgill et 
al., 1994；Inkpen, 1995；漆原ほか， 1999；Thorn 
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et al., 2002；Plan, 2005）．しかし，これらの事例
の多くがカルスト台地や山地斜面の土層中を対象
としたものであり，石灰岩の流域とその他の基盤
岩石を持つ流域で野外風化実験を実施し，その結
果を比較した例は報告されていない．
　筆者らは，阿武隈山地のカコウ閃緑岩流域に
おいて石灰岩を含む 8 岩型の岩石タブレット
を用いた風化実験を 1992 年から実施している
（Matsukura and Hirose, 1999；Matsukura et al., 
2007）．特に飽和帯に埋設した石灰岩は風化速度
が早く，10年間で初期重量の60%まで低下した．
しかし，石灰岩の流域で石灰岩タブレットがどの
程度の風化速度を持つかは不明であった．そこ
で，阿武隈山地の石灰岩流域の渓流水中に岩石タ
ブレットを設置し，その重量変化を測定した．本
稿では，その結果をもとに，カコウ閃緑岩流域と
石灰岩流域という場の条件の違いが，石灰岩の野
外風化速度にどのような影響を与えるかを明らか
にすることを試みる．
Ⅱ　野外風化実験
1．実験方法
　実験で使用した石灰岩は福島県田村市（旧滝
根町）で産出したものである．これを直径 3.45 
cm，厚さ約 1 cmのタブレット状に成形し，水洗
い，炉乾燥の後，5個ずつを 1つのセットにし，
重量を計測し初期試料とした．3セット（計15個）
をメッシュの袋に入れ，福島県田村市滝根町神俣
（羽山）の基盤がカコウ閃緑岩からなる小流域内
にある湧水点直下の土層（飽和帯）に 1992年 12
月 28日に埋設した．また，1998年 4月 27日に
別の 1セット（5個）を福島県田村市大越町（仙
台平）にある石灰岩流域の Vノッチ堰内に設置
した．この堰は Hirose et al.（1994）による水文
観測で使用されたものである．各設置地点の位置
を第 1図に示す．これ以降，カコウ閃緑岩流域の
湧水直下の設置地点を GD湧水，石灰岩流域の堰
（渓流）を LS堰と略称する．
　実験開始後，一定の埋設期間を経過した後にタ
ブレットを回収し，水洗い，炉乾燥（110℃，24
時間），重量計測，埋設の作業を繰り返し実施し
た．1992年 12月から 1999年 12月までの埋設期
間は 3ヶ月，1999年 12月以降の埋設期間は 6ヶ
月である．なお，GD湧水には，石灰岩を含む合
計 8岩型の岩石タブレットも同時に埋設してお
り，その結果の詳細は，Matsukura and Hirose
（1999）や Matsukura et al.（2007）により報告さ
れている．
2．実験結果
　実験開始から約 8.5年後（野外埋設積算期間約
3100日）までのタブレット重量の時間変化を第
2図に示す．縦軸は各時点におけるタブレットの
重量を初期の重量（実験開始時点のタブレット重
量）で割った値であり，タブレット重量の残存
率と呼ぶことにする．なお，GD湧水での実験は
1992年 12月 28日から開始され，LS堰では 1999
年 4月 27日から開始した．両者の実験期間はず
れていることになるが，これらの期間を通して大
きな環境の変化は見られないことから，実験開始
日時の違いは考慮しないこととする．
　いずれの流域でも実験開始からタブレット重量
がほぼ等速で減少した．GD湧水での重量減少の
傾きは LS堰でのそれよりも大きく，重量低下速
度が速いことがわかる．GD湧水では 2000日前
後から傾きがわずかにゆるやかとなっている．
　実験開始から約 8.5年経過後（正確な埋設期間
は GD湧水で 3086日，LS堰で 3135日）のタブ
レット重量の残存率は GD 湧水で 72%，LS 堰
で 96.9%であった．これらの値から 1年間（365
日）のタブレット重量の減少率，すなわち重量低
下速度を計算すると，GD湧水で 3.3%/y，LS堰
で 0.36%/yであった．したがって，GD湧水では
LS堰の 9.1倍の速度で重量が低下したことにな
る．
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第 1図　調査地域の地形と地質
　　　　等高線の間隔は 20 m.地質図は福島県（1995, 1996）の表層地質図を
参照した .
第 2図　タブレット重量残存率の時間変化
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Ⅲ　考察
1．重量低下速度と水質の関係
　石灰岩タブレットの重量低下速度が，GD湧水
と LS堰の 2地点で異なっている理由について検
討する．一般に，野外での風化作用として，化
学的風化以外にも，凍結融解作用などの物理風
化がはたらく可能性がある．しかし，GD湧水，
LS堰では通年で流出が観測され，後述するよう
に年間最低水温は 2～ 3℃程度である．したがっ
て，いずれの設置地点においても凍結融解作用は
はたらいていないと考えられる．タブレットが水
中にあることから，石灰岩を構成するカルサイト
（CaCO3）の溶解が重量低下の主な要因であると
考えられる．
　White（1988，p.119-124）によるとカルサイト
の溶解反応は以下のように要約できる．
　CaCO3 + CO2 + H2O → Ca
2+ + 2HCO3
－　　　（1）
　左辺の二酸化炭素 CO2は水中に溶存している
ものであり，その供給源は主に土壌空気である．
二酸化炭素が水中に溶け込むと以下の反応がおこ
り炭酸となる．
　CO2 + H2O → H2CO3 → H
+ + HCO3
－　　　　（2）
　水中の二酸化炭素の分圧が高くなると，（2）の
反応により pHが低下するとともに，（1）で示し
たカルサイトの溶解も促進される．溶解反応がす
すむと，水素イオンが消費されるため pHは上昇
する．したがって，pHはカルサイトの溶解にお
いて重要な指標の 1つである．このほか，水温は
溶解速度に影響をあたえる．さらに，溶解した
イオンがすみやかに除去されるか否かという点
で，流速も溶解速度に影響をあたえる（高屋ほ
か，2006）．溶解反応がすすみ，カルシウムイオン
（Ca2+）や重炭酸イオン（HCO3
－）の濃度が増加
すると，溶液はカルサイトに対して飽和状態に近
づくため，溶解速度が遅くなると考えられる．カ
ルシウムイオン（Ca2+）や重炭酸イオン（HCO3
－）
の濃度が高ければ，電気伝導度（EC）の値も高く
なるため，ECは飽和状態に近いかどうかを見る
簡便な指標になる．
　設置地点（GD湧水と LS堰）の環境条件，特
に水質条件を把握するため，2007年 4月 28日に
EC，pH，水温および流量を測定した．同時に採
水を行い，実験室において pH4.8アルカリ度滴
定法により重炭酸イオン濃度を測定した．これら
の測定結果を第 1表に示した．なお重炭酸イオン
濃度以外の要素は過去，それぞれ別の時期に測定
されており，そのデータを収集し第 2表にまとめ
て示した．第 1表および第 2表によると，GD湧
水は，LS堰に比べて常に pH，ECが小さかった．
流速については測定できなかったが，2地点とも
一定の流量が年間を通して観測されており，溶解
されたイオンが十分に交換される条件にある．水
温については，2地点間では顕著な差は見られな
かった．したがって，2地点における風化速度の
違いは pHや ECなど水質の違いに起因している
と考えられる．
　LS堰の渓流水や GD湧水の水質は，雨水が地
下水となり湧出するまでの流出経路と関連してい
る．LS堰の場合，土壌を通過した雨水は基盤岩
中を浸透する過程で石灰岩を溶解し，pH，EC，
重炭酸イオン濃度が上昇する．その結果，渓流水
の起源となっている地下水は，カルサイトに対し
て飽和条件に近づいていることが予想される．
GD湧水の場合も，土層（マサ）やカコウ閃緑岩
の基盤岩に含まれる黒雲母，長石などの鉱物を溶
解すると考えられるが，含有鉱物にカルサイト
が含まれていないため，その溶解がない．その
結果，pH，EC，重炭酸イオン濃度が比較的低い
まま流出する．したがって，GD湧水の渓流水が
カルサイトを溶解する能力は LS堰に比べて格段
に高いと考えられる．この溶解能力の差が，タブ
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レット重量低下速度の差に反映されたのであろ
う．
2．既存の研究で報告された重量低下速度との比較
　既存の石灰岩タブレットの風化実験から，本研
究と類似した条件のものを選定し，その結果と本
研究の結果を比較する．石灰岩以外の基盤岩から
なる流域の土層中で，石灰岩タブレットの風化実
験を行った事例として，Thorn et al.（2002）が
挙げられる．彼らはスウェーデンの Kärkevagge
地域の谷の土層内に石灰岩タブレットを埋めて，
5 年後にその重量を再計測した．この地域の基
盤岩は変成岩であり，地下水の pHは 5.4と低い
（Thorn et al., 2001）．石灰岩タブレットの重量
低下速度は平均で 1.10%/yであり，設置地点に
よって 0.05～ 2.85 %/yの差異があった（Thorn 
et al., 2002：Table II, p.837）．特に，pHが低く，
排水性の悪い土層で溶解がすすんだことが指摘
されている．彼らの実験で得られた重量低下速度
の最大値（2.85 %/y）は GD湧水の重量低下速度
（3.3%/y）に近い．
　一方，Jennings（1981）はオーストラリア，
Cooleman Plainの鍾乳洞内の水流に 3セットの
石灰岩の方形試料（40 ×25×10 mm）を設置し，
3年間の重量変化を測定した．その結果，0.27～
0.47 %/y の重量低下速度が得られた．この値は，
本研究の LS堰の重量低下速度（0.36 %/y）とほ
ぼ一致している．
　本研究とThorn et al.（2002）や Jennings（1981）
の研究では実験に使用している石灰岩の種類や大
きさ，期間，気候条件などが異なるため，厳密な
意味では比較できない．しかし，それぞれ類似し
た環境条件で，本研究で得られた値とほぼ同様の
重量低下速度が観測された点は興味深い．
Ⅳ　結論
　阿武隈山地のカコウ閃緑岩流域の湧水（GD湧
pH
EC
（μS/cm）
HCO3
－濃度
（mg/L）
水温
（℃）
流量
（L/s）
LS堰 7.8 235 136 9.3 0.84 
GD湧水 6.8  62  16 8.4 0.026
第 1表　2007年 4月 28日に観測された水質と流量
測定期間 pH
EC
（μS/cm）
水温
（℃）
流量
（L/s）
LS堰 1991~1993* n/a
100~300*
（連続）
2~13*
（N = 18）
n/a
LS堰 1998~1999 
7.5~7.8
（N = 3）
198~230
（N = 3）
n/a
0.01~ >15**
（avg. 0.68）
GD湧水 2003~2004 n/a n/a n/a
0.022~0.036
（N = 4）
GD湧水 2004~2005 6.0~7.0***
56
（N = 1）
3~14
（連続）
n/a
Nは期間中の測定回数である．
n/aはデータ欠測を示す．
*  Hirose （1996）による．
**  LS堰の流量連続観測は 1998年 3月～ 6月，同年 9月～ 1999年 3月まで．
*** Yokoyama and Matsukura （2006）による．
第 2表　過去に各地点で観測された水質と流量
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水）と石灰岩流域の堰（LS 堰）において，石
灰岩タブレットの野外風化実験を実施した．タ
ブレットを 1992年 12月に GD湧水に，1998年
4月に LS堰に設置した．実験開始から約 8.5年
経過後のタブレット重量の残存率は GD 湧水で
72%，LS堰で 96.9%であった．この値を重量低
下速度に換算すると，GD湧水で 3.3%/y，LS堰
で 0.36%/yとなり，GD湧水では LS堰の約 9倍
の速さで風化がすすんでいることが明らかとなっ
た．GD湧水は，LS堰に比べて，pHと電気伝導
度（EC）がいずれも小さかった．このことから
石灰岩タブレットの重量低下速度は，設置地点の
水質条件に支配されることが示唆される．議論を
深めるためには，より詳細な水質分析とデータ解
析を行う必要がある．特にカルサイトに対する飽
和度を計算することにより，石灰岩の野外での風
化速度の支配要因をさらに明確にしたい．さらに
水文地形学的観点から，石灰岩の野外での風化速
度，水循環，カルスト台地の発達の相互関係につ
いても検討していきたい．
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